
(57)【要約】

【課題】低コストで、長期の耐久性を有する太陽電池モ

ジュールを得る。

【解決手段】ＣＩＳ系薄膜太陽電池モジュール１は、ガ

ラス基板２Ａ上に形成されたＣＩＳ系薄膜太陽電池サー

キット２に、加熱して架橋したエチレンビニルアセテー

ト（以下、ＥＶＡという。）樹脂フィルム３（又はシー

ト）を接着剤として、安価で耐久性のある白板半強化ガ

ラス等からなるカバーガラス４を貼着する。ＥＶＡ樹脂

フィルム３を使用することにより、ＥＶＡ樹脂の使用量

を削減する。前記架橋する際に真空吸引してＥＶＡ樹脂

フィルムから発生するガス分を吸引し、泡等の発生を防

止する。ガラス基板のサーキット設置面と反対面に、大

容量の蓄電キャパシタ９を設け、その光発電電力を蓄電

する。

【選択図】図１

JP 2007-123725 A 2007.5.17



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ラ ス 基 板 上 に 、 ア ル カ リ バ リ ア 層 、 金 属 裏 面 電 極 層 、 光 吸 収 層 、 バ ッ フ ァ 層 、 窓 層 の 順
に 積 層 さ れ た 複 数 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 が 導 電 パ タ ー ン に よ り 電 気 的 に 接 続
さ れ た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） に 、 加 熱 し て 重 合 反 応 を
起 こ さ せ て 架 橋 し た エ チ レ ン ビ ニ ル ア セ テ ー ト （ 以 下 、 Ｅ Ｖ Ａ と い う 。 ） 樹 脂 フ ィ ル ム （
又 は シ ー ト ） を 接 着 剤 と し て 、 白 板 半 強 化 ガ ラ ス 等 か ら な る カ バ ー ガ ラ ス を 貼 着 し た 構 造
か ら な る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） の ガ ラ ス 基 板 の 光 入 射 面 と
反 対 面 （ 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面 と 反 対 面 ） の 外 周 部 に バ ッ ク シ ー ト を 貼 着 し た 構 造 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ ラ ス 基 板 の 所 定 箇 所 に Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 面 か ら そ の 反 対 側 の 面 に 貫
通 す る 穴 を 設 け 、 そ の 内 壁 に 導 電 膜 を 形 成 し 、 前 記 導 電 膜 は Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ
ッ ト と そ の 反 対 側 の 面 に 設 置 さ れ る 電 子 部 品 と 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ ラ ス 基 板 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面 と 反 対 面 に 、 大 容 量 の 蓄 電 キ ャ
パ シ タ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ
ュ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 蓄 電 キ ャ パ シ タ は 、 昼 間 に 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト の 光 発 電 電 力 を 蓄 電
し 、 夜 間 に 廉 価 な 夜 間 電 力 を 蓄 電 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太
陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
ガ ラ ス 基 板 上 に 、 ア ル カ リ バ リ ア 層 、 金 属 裏 面 電 極 層 、 光 吸 収 層 、 バ ッ フ ァ 層 、 窓 層 の 順
に 積 層 さ れ た 複 数 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 が 導 電 パ タ ー ン に よ り 電 気 的 に 接 続
さ れ た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） に 、 加 熱 し て 重 合 反 応 を
起 こ さ せ て 架 橋 し 、 接 着 剤 と し て 作 用 す る エ チ レ ン ビ ニ ル ア セ テ ー ト （ 以 下 、 Ｅ Ｖ Ａ と い
う 。 ） 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 介 し て 、 白 板 半 強 化 ガ ラ ス 等 か ら な る カ バ ー ガ ラ ス
を 貼 着 す る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 架 橋 す る 際 に 発 生 す る ガ ス 分 を 真 空 吸 引 し て 、
泡 等 の 発 生 を 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー
ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 上 に ガ ラ ス 基 板 と 同 サ イ ズ の フ ィ ル ム 状 の Ｅ Ｖ Ａ 樹
脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 載 せ 、 四 隅 に 短 冊 状 に 切 っ た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー
ト ） を 載 せ 、 そ の 上 に カ バ ー ガ ラ ス を 載 せ 、 こ の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト と カ バ
ー ガ ラ ス の 間 に 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） が 挟 持 さ れ た 構 造 体 を 真 空 加 熱 装
置 に 入 れ 、 真 空 脱 気 し つ つ 、 ８ ０ ～ １ ２ ０ ℃ ま で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記 Ｅ Ｖ Ａ
樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を ガ ラ ス 全 面 に 溶 融 拡 散 さ せ た 後 、 徐 々 に 大 気 に 戻 し 加 圧 し
、 １ ４ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又
は シ ー ト ） を 架 橋 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 及 び ７ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ
ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 元 化 合 物 半 導 体 薄 膜 を 光 吸 収 層 と し て 使 用 し た ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 太 陽 電 池 デ
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バ イ ス か ら 構 成 さ れ る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 、 そ の 製 造 方 法 及 び 該 モ ジ ュ ー ル
の 設 置 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル は 、 近 年 、 広 範 囲 に 実 用 化 が 可 能 で あ る と み な さ れ 、
米 国 、 ド イ ツ 等 で 商 業 化 さ れ 、 日 本 で も 精 力 的 に 高 性 能 化 と 製 造 技 術 の 開 発 が 進 め ら れ て
い る 。 こ れ ま で の 研 究 開 発 で は 、 モ ジ ュ ー ル の 長 期 の 耐 久 性 に 関 す る 作 製 例 、 環 境 試 験 に
よ る 評 価 例 と し て 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル は 薄 型 、 省 資 源 、 大 面 積 で 大 量 生 産
可 能 で あ る 特 徴 を 有 す る が 、 そ の 耐 久 性 に 関 す る 研 究 例 は 少 な い 。 一 方 、 Ｓ ｉ 結 晶 系 の 太
陽 電 池 モ ジ ュ ー ル に お い て 、 耐 久 性 を 維 持 す る た め 、 複 数 の Ｓ ｉ 結 晶 系 太 陽 電 池 セ ル を リ
ボ ン 導 線 等 に よ り 電 気 的 に 接 続 し た 太 陽 電 池 ア レ イ を 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 板 等 の 透 光 性 を 有 す
る 板 で 挟 み 、 こ の 太 陽 電 池 ア レ イ を 架 橋 し た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 中 に 埋 め 込 む か 又 は 架 橋 し た Ｅ Ｖ
Ａ 樹 脂 で 封 入 す る 方 法 （ 又 は 構 造 ） （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） が 採 用 さ れ て い た 。 し
か し 、 前 記 Ｓ ｉ 結 晶 系 の 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 場 合 は 、 光 入 射 側 の カ バ ー ガ ラ ス の 他 に 太
陽 電 池 ア レ イ を 挟 持 す る た め の ガ ラ ス 板 を 必 要 と す る （ Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル
は ガ ラ ス 基 板 上 に 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル が 形 成 さ れ る の で 、 ガ ラ ス 板 は カ バ ー ガ ラ ス １ 枚 で
済 む 。 ） た め 、 透 光 性 を 有 す る ガ ラ ス 板 の 使 用 枚 数 が 増 加 す る と 共 に 、 高 価 な Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂
を 多 量 に 使 用 す る た め 、 コ ス ト 増 加 の 要 因 と な っ て い た 。 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー
ル は 比 較 的 機 械 的 強 度 の 高 い ガ ラ ス 基 板 上 に 複 数 の 太 陽 電 池 デ バ イ ス が 形 成 さ れ て い る と
い う 、 前 記 Ｓ ｉ 結 晶 系 の 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル と そ の 基 本 構 造 が 異 な り 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽
電 池 モ ジ ュ ー ル に 適 合 し た 耐 久 構 造 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル は 薄 型 、 省 資 源 、 大 面 積 と い う 特 徴 を 有 す る が
、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で 発 電 さ れ た 電 力 は モ ジ ュ ー ル 外 に 設 け た 鉛 蓄 電 池 、
ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 、 ニ ッ カ ド 電 池 、 リ チ ウ ム 電 池 等 の 二 次 電 池 に 蓄 電 し て 使 用 又 は 売 電 さ
れ て い る が 、 こ れ ら 二 次 電 池 は そ の 蓄 電 容 量 、 重 量 及 び 体 積 等 に 問 題 が あ り 、 太 陽 電 池 モ
ジ ュ ー ル と 一 体 構 造 に す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 近 年 、 軽 量 、 薄 型 で 大 容 量 の 蓄 電 素 子 で あ る キ ャ パ シ タ （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２
及 び 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） の 研 究 が 進 み そ の 様 々 な 用 途 が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル と 前 記 蓄 電 用 キ ャ パ シ タ と を 一 体 構 造 に す る 試 み （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ 及 び 非 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） も な さ れ て い る が 、 前 記 太 陽 電 池
モ ジ ュ ー ル が Ｓ ｉ 結 晶 系 の 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 場 合 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル
の よ う に 大 面 積 で な く 、 機 械 的 強 度 の 高 い ガ ラ ス 基 板 を 使 用 し て い な い た め 、 太 陽 電 池 モ
ジ ュ ー ル と 蓄 電 用 キ ャ パ シ タ と を 一 体 構 造 に す る に は 、 機 械 的 強 度 を 維 持 す る た め の 機 構
部 材 を 別 途 設 け る 必 要 が あ り 、 重 量 、 体 積 及 び コ ス ト が 増 大 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ２ ３ ５ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ０ ３ １ ９ ７ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ 　 Ｒ ｅ ｓ ｅ ｒ ｃ ｈ 　 Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｍ 　 ｏ ｆ 　 Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ
ｏ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｄ ｅ ｖ ｅ ｌ ｏ ｐ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｉ ｎ 　 ｔ ｈ ｅ 　 Ｐ ｒ ｉ ｖ ａ ｔ ｅ 　 Ｓ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ
ｓ 　 ２ ６ 、 「 Ｃ Ｎ Ｔ 応 用 大 容 量 キ ャ パ シ タ の 製 造 技 術 の 開 発 」 （ 第 ２ ６ 頁 ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｆ ｏ ｃ ｕ ｓ 　 Ｎ Ｅ Ｄ Ｏ 　 Ｖ ｏ ｌ ． ３ 　 Ｎ ｏ ． １ ４ 、 Ｒ ｅ Ｓ ｕ ｌ ｔ ＆ Ｒ ｅ
ｐ ｏ ｒ ｔ 　 成 果 報 告 ３ 、 「 電 気 二 重 層 キ ャ パ シ タ と 面 状 発 光 体 を 組 み 込 ん だ 一 体 型 ソ ー ラ
ー モ ジ ュ ー ル の 開 発 」 （ 第 １ １ 頁 ～ 第 １ ２ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 前 記 の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 低 コ ス ト で 屋 外 環 境
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で の 使 用 に 耐 え る 長 期 の 耐 久 性 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 得 る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 前 記 の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 真 空 脱 気 後 、 Ｅ Ｖ Ａ
樹 脂 フ ィ ル ム を 加 熱 溶 融 拡 散 さ せ た 後 に 、 大 気 圧 で Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム を 架 橋 す る こ と に
よ り 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 中 の 泡 の 発 生 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 目 的 は 、 高 価 な バ ッ ク シ ー ト の 使 用 量 を 削 減 し て 、 コ ス ト を 削 減 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 の そ の 他 の 目 的 は 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜
太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 の ガ ラ ス 基 板 の 裏 面 （ 太 陽 光 入 射 面 と 反 対 面 ） に 薄 型 、 軽 量 で 且 つ 大
容 量 の 蓄 電 デ バ イ ス で あ る 蓄 電 キ ャ パ シ タ を 設 け る こ と に よ り 、 低 コ ス ト で 長 期 の 耐 久 性
を 有 す る と 共 に 、 小 型 、 軽 量 で 且 つ 大 容 量 の 蓄 電 能 力 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ
ュ ー ル を 得 る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 本 発 明 の そ の 他 の 目 的 は 、 低 コ ス ト で 長 期 の 耐 久 性 を 有 す る と 共 に 、 前 記 蓄 電 能
力 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル に よ り 、 廉 価 の 夜 間 電 力 を 蓄 電 キ ャ パ シ タ に
蓄 電 し 、 昼 間 の 太 陽 光 発 電 電 力 を 使 用 又 は 売 電 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ
ジ ュ ー ル の 設 置 又 は 使 用 コ ス ト を 低 減 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 本 発 明 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 、 ア ル カ リ バ リ ア 層 、 金 属 裏 面 電 極 層 、 光 吸 収 層 、 バ
ッ フ ァ 層 、 窓 層 の 順 に 積 層 さ れ た 複 数 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 が 導 電 パ タ ー ン
に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） に 、
加 熱 し て 重 合 反 応 を 起 こ さ せ て 架 橋 し た エ チ レ ン ビ ニ ル ア セ テ ー ト （ 以 下 、 Ｅ Ｖ Ａ と い う
。 ） 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 接 着 剤 と し て 、 白 板 半 強 化 ガ ラ ス 等 か ら な る カ バ ー ガ
ラ ス を 貼 着 し た 構 造 か ら な る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 本 発 明 は 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） の ガ ラ
ス 基 板 の 光 入 射 面 と 反 対 面 （ 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面 と 反 対 面 ） の 外 周 部 に バ ッ ク シ ー
ト を 貼 着 し た 構 造 か ら な る 前 記 （ １ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） 本 発 明 は 、 前 記 ガ ラ ス 基 板 の 所 定 箇 所 に Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 面 か ら
そ の 反 対 側 の 面 に 貫 通 す る 穴 を 設 け 、 そ の 内 壁 に 導 電 膜 を 形 成 し 、 前 記 導 電 膜 は Ｃ Ｉ Ｓ 系
薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト と そ の 反 対 側 の 面 に 設 置 さ れ る 電 子 部 品 と 接 続 す る 前 記 （ １ ） 又
は （ ２ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ４ ） 本 発 明 は 、 前 記 ガ ラ ス 基 板 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面 と 反 対 面 に
、 大 容 量 の 蓄 電 キ ャ パ シ タ を 設 け た 前 記 （ １ ） 、 （ ２ ） 又 は （ ３ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜
太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ５ ） 本 発 明 は 、 前 記 蓄 電 キ ャ パ シ タ が 、 昼 間 に 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト
の 光 発 電 電 力 を 蓄 電 し 、 夜 間 に 廉 価 な 夜 間 電 力 を 蓄 電 す る 前 記 （ ３ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄
膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ６ ） 本 発 明 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 、 ア ル カ リ バ リ ア 層 、 金 属 裏 面 電 極 層 、 光 吸 収 層 、 バ
ッ フ ァ 層 、 窓 層 の 順 に 積 層 さ れ た 複 数 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 が 導 電 パ タ ー ン
に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） に 、
加 熱 し て 重 合 反 応 を 起 こ さ せ て 架 橋 し 、 接 着 剤 と し て 作 用 す る エ チ レ ン ビ ニ ル ア セ テ ー ト
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（ 以 下 、 Ｅ Ｖ Ａ と い う 。 ） 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 介 し て 、 白 板 半 強 化 ガ ラ ス 等 か
ら な る カ バ ー ガ ラ ス を 貼 着 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ７ ） 本 発 明 は 、 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 架 橋 す る 際 に 発 生 す る ガ ス
分 を 真 空 吸 引 し て 、 泡 等 の 発 生 を 防 止 す る 前 記 （ ６ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ
ュ ー ル の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ８ ） 本 発 明 は 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 上 に ガ ラ ス 基 板 と 同 サ イ ズ の Ｅ
Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） を 載 せ 、 四 隅 に 短 冊 状 に 切 っ た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又
は シ ー ト ） を 載 せ 、 そ の 上 に カ バ ー ガ ラ ス を 載 せ 、 こ の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト
と カ バ ー ガ ラ ス の 間 に 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） が 挟 持 さ れ た 構 造 体 を 真 空
加 熱 装 置 に 入 れ 、 真 空 脱 気 し つ つ 、 ８ ０ ～ １ ２ ０ ℃ ま で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記
Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 シ ー ト を ガ ラ ス 全 面 に 溶 融 拡 散 さ せ た 後 、 徐 々 に 大 気 に 戻 し 加 圧 し た 後 、 １ ４
０ ℃ ～ １ ５ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー
ト ） を 架 橋 す る 前 記 （ ６ ） 及 び （ ７ ） に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方
法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 に よ り 重 合 反 応 さ せ て 架 橋 さ せ る こ と に よ り 、 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又
は シ ー ト ） を 接 着 剤 と し て 使 用 し 、 前 記 架 橋 し た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム を 介 し て Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄
膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 （ サ ー キ ッ ト 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） に 、 白 板 半 強 化 ガ ラ ス 等 か ら な
る カ バ ー ガ ラ ス を 貼 着 す る こ と に よ り 、 低 コ ス ト で 屋 外 環 境 で の 使 用 に 耐 え る 長 期 の 耐 久
性 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム を 架 橋 す る 際 、 真 空 脱 気 し つ つ 、 加 熱 す る こ と に よ り 、
Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 中 の 泡 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 の
ガ ラ ス 基 板 の 裏 面 （ 太 陽 光 入 射 面 と 反 対 面 ） に 設 け る 高 価 な バ ッ ク シ ー ト を モ ジ ュ ー ル の
一 部 （ 周 辺 部 ） に 設 け る こ と に よ り 、 バ ッ ク シ ー ト の 使 用 量 を 削 減 し て 、 低 コ ス ト で 長 期
の 耐 久 性 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 低 コ ス ト で 長 期 の 耐 久 性 を 有 す る と 共 に 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池
モ ジ ュ ー ル の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 の ガ ラ ス 基 板 の 裏 面 （ 太 陽 光 入 射 面 と 反 対
面 ） に 、 近 年 開 発 且 つ 製 品 化 さ れ て い る 薄 型 、 軽 量 で 且 つ 大 容 量 の 蓄 電 デ バ イ ス で あ る 蓄
電 キ ャ パ シ タ を 設 け る こ と に よ り 、 小 型 、 軽 量 で 且 つ 大 容 量 の 蓄 電 能 力 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系
薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 低 コ ス ト で 長 期 の 耐 久 性 を 有 す る と 共 に 、 前 記 蓄 電 能 力 を 有 す る Ｃ Ｉ
Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 設 け る こ と に よ り 、 廉 価 の 夜 間 電 力 を 蓄 電 キ ャ パ シ タ に 蓄
電 し 、 昼 間 の 太 陽 光 発 電 電 力 を 使 用 又 は 売 電 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ
ュ ー ル の 設 置 又 は 使 用 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 Ｃ
Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ は 、 図 １ に 示 す 、 多 元 化 合 物 半 導 体 薄 膜 を 光 吸 収 層 と し
て 使 用 し た ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 太 陽 電 池 、 特 に 、 Cu-III-VI 2 族 カ ル コ パ イ ラ イ ト 半 導 体 、 例 え
ば 、 二 セ レ ン 化 銅 イ ン ジ ウ ム (CISe)、 二 セ レ ン 化 銅 イ ン ジ ウ ム ・ ガ リ ウ ム (CIGSe) 、 二 セ
レ ン ・ イ オ ウ 化 銅 イ ン ジ ウ ム ・ ガ リ ウ ム (CIGSSe)、 二 イ オ ウ 化 銅 イ ン ジ ウ ム ・ ガ リ ウ ム (C
IGS)又 は 薄 膜 の 二 セ レ ン ・ イ オ ウ 化 銅 イ ン ジ ウ ム ・ ガ リ ウ ム (CIGSSe)層 を 表 面 層 と し て 有
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す る 二 セ レ ン 化 銅 イ ン ジ ウ ム ・ ガ リ ウ ム (CIGSe) の よ う な ｐ 形 半 導 体 の 光 吸 収 層 と ｐ ｎ ヘ
テ ロ 接 合 を 有 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト （ 複 数 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ
ス ２ ’ が パ タ ー ン ニ ン グ に よ り 接 続 さ れ た サ ー キ ッ ト （ 又 は サ ブ モ ジ ュ ー ル ） ） ２ か ら な
る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ り 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ は 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ に カ バ ー ガ ラ ス ４ が 接 着 剤 と し て の 架
橋 さ れ た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 等 の プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ） ３ に よ り 接 着 さ れ た 構
造 体 Ｓ Ｔ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 構 造 体 Ｓ Ｔ の 裏 面 に 、 バ ッ ク シ
ー ト ５ 及 び ケ ー ブ ル 付 き 接 続 箱 ６ が 設 置 さ れ 、 こ の 構 造 体 Ｓ Ｔ の 外 周 部 に シ ー ル 材 ７ を 介
し て フ レ ー ム ８ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部 ２ ’ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 ２
Ａ 上 に 、 ア ル カ リ バ リ ア 層 ２ Ｂ 、 金 属 裏 面 電 極 層 ２ Ｃ 、 ｐ 形 半 導 体 の 光 吸 収 層 ２ Ｄ 、 高 抵
抗 の バ ッ フ ァ 層 ２ Ｅ 、 ｎ 形 の 透 明 導 電 膜 か ら な る 窓 層 ２ Ｆ の 順 に 積 層 さ れ た 積 層 構 造 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ の 特 徴 は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ Ａ 上 に 形 成 し た Ｃ
Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ に 、 加 熱 し て 重 合 反 応 を 起 こ さ せ て 架 橋 し た エ チ レ ン ビ
ニ ル ア セ テ ー ト （ 以 下 、 Ｅ Ｖ Ａ と い う 。 ） 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト 、 以 下 、 フ ィ ル ム と
い う 。 ） ３ を 接 着 剤 と し て 、 比 較 的 安 価 で 機 械 的 強 度 が 高 く 耐 久 性 の あ る 白 板 半 強 化 ガ ラ
ス 等 か ら な る カ バ ー ガ ラ ス ４ を 貼 着 し た 構 造 を 採 っ て い る 。 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ を
使 用 す る こ と に よ り 、 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 の 使 用 量 が 削 減 さ れ 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る
。 ま た 、 前 記 カ バ ー ガ ラ ス ４ に 白 板 半 強 化 ガ ラ ス を 使 用 す る こ と に よ り 、 耐 久 性 を 向 上 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ を 架 橋 す る 際 に 発 生 す る ガ ス 分 を 真 空 吸 引 し て 、 泡 等 の 発 生
を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ に カ バ ー ガ ラ ス ４ が 接 着 剤 と し て の 架 橋 さ れ た
Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 等 の プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 フ ィ ル ム ３ に よ り 接 着 さ れ た 構 造 体 Ｓ Ｔ の 製 造 方 法 の 詳
細 を 以 下 に 示 す 。
　 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ 上 に ガ ラ ス 基 板 ２ Ａ と 同 サ イ ズ の Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ
ィ ル ム ３ を 載 せ 、 更 に 、 四 隅 に 短 冊 状 に 切 っ た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ Ａ （ 図 示 省 略 ） を 載
せ 、 そ の 上 に カ バ ー ガ ラ ス ４ を 載 せ 、 こ の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ と カ バ ー ガ
ラ ス ４ の 間 に 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ 及 び ３ Ａ が 挟 持 さ れ た 構 造 体 Ｓ Ｔ を 真 空 加 熱 装 置
に 入 れ 、 真 空 脱 気 し つ つ 、 ８ ０ ～ １ ２ ０ ℃ ま で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹
脂 フ ィ ル ム を ガ ラ ス 全 面 に 溶 融 拡 散 さ せ た 後 、 徐 々 に 大 気 に 戻 し 加 圧 し た 後 、 １ ４ ０ ℃ ～
１ ５ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 （ ホ ッ ト プ レ ー ト ） し て 前 記 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ 及 び ３ Ａ を 架 橋
す る 。 な お 、 前 記 四 隅 に 短 冊 状 に 切 っ た Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ Ａ を 載 せ る 理 由 は 、 ガ ラ ス
基 板 ２ Ａ と 同 サ イ ズ の Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ を 載 せ る だ け で は 、 加 圧 時 に 溶 融 し た Ｅ Ｖ Ａ
樹 脂 が 四 隅 か ら は み 出 し て 端 が 薄 く な り Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 層 の 厚 み が 一 定 に な ら な い の で 、 こ れ
を 補 充 す る た の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 方 法 の よ う に 真 空 脱 気 し つ つ 、 加 熱 し て 溶 融 拡 散 す る こ と に よ り 、 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ
ル ム ３ 及 び ３ Ａ と Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ と の 間 及 び Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ 及
び ３ Ａ と カ バ ー ガ ラ ス ４ と の 間 に 残 存 す る 空 気 や 、 加 熱 に よ り Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ 及 び
３ Ａ か ら 発 生 す る ガ ス を 脱 気 す る こ と に よ り 、 前 記 構 造 体 Ｓ Ｔ 中 に 前 記 空 気 や Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂
フ ィ ル ム ３ か ら の 発 生 ガ ス に よ る 泡 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 光 の 透 過 率 及 び 美 観 の
低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 フ イ ル ム 状 又 は シ ー ト 状 の Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム ３ 及
び ３ Ａ を 使 用 す る た め 、 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 の 使 用 量 が 削 減 さ れ 、 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で
き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜
太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ の ガ ラ ス 基 板 ２ Ａ の 光 入 射 面 と 反 対 面 （ 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面
と 反 対 面 ） に バ ッ ク シ ー ト ５ を 貼 着 し て い る が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 バ ッ ク シ ー ト ５
を Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ の 外 周 部 （ フ レ ー ム ８ の 近 傍 ） に 設 け る こ と に よ り
、 バ ッ ク シ ー ト ５ の 使 用 量 が 削 減 さ れ 、 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ の 特 徴 は 、 予 め 、 前 記 ガ ラ ス 基 板 ２
Ａ の 所 定 箇 所 に Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 面 か ら そ の 反 対 側 の 面 に 貫 通 す る 穴 を 設
け て お き 、 金 属 裏 面 電 極 層 又 は 導 電 パ タ ー ン の 形 成 時 に 、 そ の 内 壁 に 導 電 膜 を 形 成 す る 。
前 記 導 電 膜 は Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ と そ の 反 対 側 の 面 に 設 置 さ れ る 電 子 部 品
と の 接 続 の 際 に 使 用 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ の 特 徴 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記
ガ ラ ス 基 板 ２ Ａ の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト 設 置 面 と 反 対 面 に 、 大 容 量 の 蓄 電 キ ャ
パ シ タ ９ を 設 け る こ と で あ る 。 前 記 蓄 電 キ ャ パ シ タ ９ は そ れ が 設 置 さ れ て い る ガ ラ ス 基 板
上 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ の 発 電 能 力 と 同 等 の も の を 各 モ ジ ュ ー ル １ 毎 に 設
置 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト ２ 発 電 能 力 以 上 の 蓄 電 容 量 を 有 す る も の
を 使 用 す る 場 合 に は 、 そ の 蓄 電 容 量 に 応 じ て 、 図 １ に 示 す 蓄 電 キ ャ パ シ タ ９ を 有 し な い Ｃ
Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ と 組 み 合 わ せ て 設 置 す る 。 な お 、 蓄 電 キ ャ パ シ タ ９ を 有
す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ は 、 電 力 会 社 か ら の 電 力 供 給 口 近 傍 又 は 屋 根 面 の
上 端 、 下 端 、 側 端 等 の 周 辺 部 に 設 置 す る こ と に よ り 、 モ ジ ュ ー ル １ の 故 障 又 は 交 換 等 の 際
に 都 合 が 良 い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ の 特 徴 は 、 前 記 蓄 電 キ ャ パ シ タ ９ を
具 備 す る Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル １ は 、 昼 間 に 前 記 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ
ー ル １ の 光 発 電 電 力 を 蓄 電 し 、 夜 間 に 廉 価 な 夜 間 電 力 を 蓄 電 す る こ と が で き 、 設 置 後 の 維
持 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 基 本 構 造 体 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 基 本 構 造 体 に 蓄 電 用 キ ャ パ シ タ を 設 置 し た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 構
成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 変 形 バ ッ ク シ ー ト を 設 置 し た Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 構 成 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 　 　 　 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル
　 ２ 　 　 　 　 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 サ ー キ ッ ト
　 ２ ’ 　 　 　 Ｃ Ｉ Ｓ 系 薄 膜 太 陽 電 池 デ バ イ ス 部
　 ２ Ａ 　 　 　 ガ ラ ス 基 板
　 ２ Ｂ 　 　 　 ア ル カ リ バ リ ア 層
　 ２ Ｃ 　 　 　 金 属 裏 面 電 極 層
　 ２ Ｄ 　 　 　 光 吸 収 層
　 ２ Ｅ 　 　 　 バ ッ フ ァ 層
　 ２ Ｆ 　 　 　 窓 層
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　 ３ 　 　 　 　 Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム （ 又 は シ ー ト ）
　 ３ Ａ 　 　 　 短 冊 状 の Ｅ Ｖ Ａ 樹 脂 フ ィ ル ム
　 ４ 　 　 　 　 カ バ ー ガ ラ ス
　 ５ 　 　 　 　 バ ッ ク シ ー ト
　 ６ 　 　 　 　 ケ ー ブ ル 付 き 接 続 箱
　 ７ 　 　 　 　 シ ー ル 材
　 ８ 　 　 　 　 フ レ ー ム
　 ９ 　 　 　 　 蓄 電 用 キ ャ パ シ タ
　 Ｓ Ｔ 　 　 　 構 造 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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